
• 市内事業所の98％を占める中小企業は、大阪経済の主要な担い手であり、高度な技術や独創的な
アイデア、卓越した機動力を持ち、たゆまぬ革新や積極果敢な挑戦により、様々な難局を乗り越えなが
ら経済成長を牽引し、市民の雇用やくらしを支える極めて大きな役割を果たしている

• さらに、まちづくりや文化の継承など、地域社会の形成においても、中小企業はその一員として、欠かす
ことのできない役割を担い、まちの発展に大きく寄与している

• そうした重要な役割を担う一方で、中小企業は資金や人材などの経営資源に乏しく、外部環境の変
化に対して脆弱である

• 市内中小企業を取り巻く経済状況等は絶えず変化し、個々の企業努力だけでは解決・克服が困難な
問題が数多く存在するため、専門家による経営相談や技術相談、セミナーの開催、国内外の販路拡
大等に向けたマッチング機会の提供、国等からの資金の活用など、経営力や技術力の強化に向けた継
続的な支援が必要である

• 市内には、国、府、経済団体などの支援機関が多数立地し、さまざまな支援施策が講じられているが、
多様化・高度化するニーズに最大限応えていくためには、中小企業支援機関をはじめ、大学等の研究
機関、海外機関、大企業、市民、国及び関係地方公共団体などとの多様な連携を一層強化し、市
域の特性を踏まえて、中小企業の振興に関する施策を総合的に実施していく必要がある

• 本市では、経済主体である企業の事業活動の円滑化・活発化や地域経済の活性化につながるよう、
中小企業振興を市政の重要な柱の一つとして取り組んでいくことを明確化した「大阪市中小企業振興
基本条例」のもと、中小企業の経営基盤の強化や成長への挑戦を支える取り組みを推進している

Ⅰ.経済へダイナミズムをもたらす中小企業の振興

現状と課題

７．取り組みの方向性

①前向きに努力する中小企業に対する支援
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Ⅰ.経済へダイナミズムをもたらす中小企業の振興

大阪の経済成長を支える、意欲と潜在力を持った中小企業に対して、経
営相談、技術相談、セミナー、マッチング、国内外の販路開拓支援、技術
開発支援など層の厚い総合的な支援を行う

大規模展示会・見本市の誘致により、より精度の高い商談機会の場の提
供を図る

支援機関が集積する大阪の立地を活かし、支援機関同士の連携を深め、
企業の利便性と施策効果の向上を図る

施策の方向性

７．取り組みの方向性

①前向きに努力する中小企業に対する支援

15



連 携

中小企業振興施策を
総合的に実施

行政・経済団体・
研究機関・市民・大企業等と

の連携

大阪市

経営基盤の強化・経営革新

地域社会との協働

中小企業の役割の
重要性を理解

中小企業振興施策や
中小企業の発展に協力

大企業・市民

地域経済の持続的発展、豊かな地域社会の実現へ！

※新たに追加

取り組みのイメージ

７．取り組みの方向性
～ 中小企業に対する総合的支援 ～

中小企業
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

販路開拓支援

各種マッチングイベントや商談会・交流会等による販路開拓につ
ながる機会の提供
【大阪産業創造館】

各分野の専門家相談を実施【大阪産業創造館】

意欲と潜在力を持った中小企業に対して、より精度の高い商談
機会の場を提供するため、今後の継続開催が期待される新規
展示会の誘致助成を実施

様々な経営課題へ
の支援

経営者のためのワークショップ・セミナー等を開催
・課題に応じたワークショップ
・中小企業が事業を推進するために必要な知識の習得
・経営者に必要な基礎知識やビジネストレンド情報の提供
・セミナーの内容を掘り下げ、実践的なテーマに基づき、少人数
制の短期集中講座を開催
【大阪産業創造館】

各分野の専門家相談を実施【大阪産業創造館】
＜再掲＞

７．取り組みの方向性

販路開拓
支援

販路開拓
支援

販路開拓
支援

販路開拓
支援

制度拡充・
実施

検証を踏まえ
改善・継続

制度創設・
実施

制度拡充・
実施

経営相談 経営相談 経営相談 経営相談

ニーズに
応じた

様々な支援

ニーズに
応じた

様々な支援

ニーズに
応じた

様々な支援

ニーズに
応じた

様々な支援

経営相談 経営相談 経営相談 経営相談
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施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

開発支援

消費者ニーズに応じた商品開発の支援を実施
・大阪産業創造館が持つネットワークを活用し、商品開発・商品
企画のブラッシュアップ支援の実施
・企業の状況に合わせて支援サービスをコーディ ネート
【大阪産業創造館】

各分野の専門家相談を実施【大阪産業創造館】
＜再掲＞

クリエイター同士やものづくり企業等の異業種企業の協働を促進
し、高付加価値な製品・サービスの創出を図るため、ビジネスマッ
チング等を実施
【クリエイティブネットワークセンター大阪（メビック扇町）】

技術支援

ものづくり企業向けの技術支援を実施
・技術相談（企業シーズの把握）
・依頼試験分析（品質・性能試験、成分分析等）
・装置・機器の使用機会の提供
・受託研究（新製品・新技術の開発、品質向上）
【共同研究も可能】
・技術者養成（レディメード研修、オーダーメード研修など）
・職員派遣（講演・技術指導）
【大阪市立工業研究所】

資金支援 大阪信用保証協会等と連携し、円滑な資金調達を支援

７．取り組みの方向性

開発支援 開発支援 開発支援 開発支援

経営相談 経営相談 経営相談 経営相談

開発支援 開発支援 開発支援 開発支援

技術支援 技術支援 技術支援 技術支援

資金支援 資金支援 資金支援 資金支援

具体的取組
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施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

人材の確保・育成

ものづくり企業等の人材確保につなげるため、将来のものづくりを
担う人材を有する工業高校等と、ものづくり企業との交流を実施

企業の競争力を支える高度産業人材の確保・育成
【関西広域連合】

新技術の開発支援

企業間マッチング・プロジェクト創生活動・産学官連携活動等に
より、製品化を目標とする新たな研究プロジェクトを立ち上げる
【大阪市立工業研究所】

環境・ナノテクノロジー関連産業の企業や研究機関等の連携、
共同研究を支援
【大阪市立工業研究所（おおさかグリーンナノコンソーシアム）】

国際的に通用する試験成績書を発行できるJNLA試験登録事
業者として、LED照明製品等の機能・性能評価を実施
【大阪市立工業研究所（次世代光デバイス評価支援セン
ター）】

人材確保
支援

人材確保・
育成支援

７．取り組みの方向性

人材確保
支援

人材確保
支援

人材確保
支援

人材確保・
育成支援

人材確保・
育成支援

人材確保・
育成支援

研究プロジェクトの開発ステージに応じた支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

具体的取組
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

新技術の開発支援

リチウムイオン電池の材料開発から試作までを一貫支援
【大阪市立工業研究所(電池開発評価センター)】

大阪市立大学において、（一財）ものづくり医療コンソーシアム
と連携した医工連携による支援
・大学病院等の場を活用して、病院のニーズを拾い、周辺機器
等のニッチな分野で新商品・サービスの開発を支援

大阪市立大学で、特許出願など知的財産の創出
・権利化された知的財産について、効果的かつ効率的な実施許
諾や譲渡などにより活用し、速やかに社会へ還元（例︓太陽電
池モジュール、疲労のバイオマーカーなど）

海外展開支援

アジア太平洋地域の13の主要経済都市とビジネスパートナー都
市提携を活用し、海外での事業展開・販路開拓を支援
・企業ミッション団の派遣
・海外見本市への出展支援
・海外・国内商談会の開催
・セミナーの開催等を通じた情報提供
上海事務所の現地ネットワークを活用した企業のビジネスサポー
ト業務を実施（大阪府と連携）
・企業ミッション団の受入れ、サポート
・展示会・見本市への出展サポート
・情報提供、個別相談

新技術
開発支援

７．取り組みの方向性

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

新技術
開発支援

知的財産の
活用

知的財産の
活用

知的財産の
活用

知的財産の
活用

海外展開
支援

海外展開
支援

海外展開
支援

海外展開
支援

海外展開
支援

海外展開
支援

海外展開
支援

海外展開
支援
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業承継支援
大阪産業創造館において、相談やセミナーなど、様々なサービ
ス・情報の提供を通じて、中小企業の経営者・後継者の方を対
象に、自身と会社にとってより良い事業承継の取り組みが進めら
れるようサポート【大阪産業創造館】

支援機関の連携

金融機関が持つ企業情報と、大阪産業創造館が持つビジネス
マッチング機能とを連携【大阪産業創造館】

大阪市立大学で、金融機関との産学官連携基本協定を活かし
た技術相談等を実施【大阪市立大学】

産学官連携により、企業支援体制を構築し、企業ニーズに応じ
た技術支援を行うほか、金融機関と連携し、研究成果の普及や
利用拡大を図る【大阪市立工業研究所】

国等からの資金の活用など

他局部署との連携 他局部署が実施する取り組みと連携

他都市等との連携 周辺自治体等との施策連携など

情報発信 食の情報発信等

７．取り組みの方向性

その他支援
機関と連携

その他支援
機関と連携

その他支援
機関と連携

その他支援
機関と連携

その他支援
機関と連携

その他支援
機関と連携

その他支援
機関と連駅

その他支援
機関と連駅

その他支援
機関と連携

その他支援
機関と連携

その他支援
機関と連駅

その他支援
機関と連駅

情報発信 情報発信 情報発信 情報発信

事業承継
支援

事業承継
支援

事業承継
支援

事業承継
支援

他局との
連携

他局との
連携

他局との
連携

他局との
連携

他都市等
との連携

他都市等
との連携

他都市等
との連携

他都市等
との連携
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• 市内には、地理的特性や歴史的背景により、地域ごとに特色あるものづくりや商店街・問屋街などの
産業集積を形成しており、貴重な地域資源の１つとなっている

• 多くの商店街では、活性化事業に取り組む人的資源や自立的運営を支えていく仕組みが十分では
ない

• 活力ある地域社会の実現に向けて、地域に根ざす中小企業、とりわけ商店街やものづくり企業が、
地域の一員として地域住民等との良好な関係を構築し活発な事業活動を展開することで、低迷の
続く地域経済の活性化や豊かなコミュニティの形成につなげていくことが必要である

• 区シティマネージャーの権限のもと、地域の多様な主体と区役所の協働によるまちづくりや活性化に向
けた取り組みが進められている

• 中小企業が健全な発展を遂げられるよう、また、地域社会の一員として、住民と良好な関係を維持
し、さらに活発な事業活動を展開できるよう、地域経済の活性化・成長に向けての取組を強力に進
め、前向きに努力・挑戦する、頑張る中小企業とともに、大阪から元気を内外に力強く発信していく

Ⅰ.経済へダイナミズムをもたらす中小企業の振興

現状と課題

７．取り組みの方向性

②地域特性に応じた商店街・ものづくり企業等への支援

22



Ⅰ.経済へダイナミズムをもたらす中小企業の振興

②地域特性に応じた商店街・ものづくり企業等への支援

商店街を多様な活動主体と協働して、継続して活性化に取り組むことが
出来る組織とするための「運営上の仕組み作り」の支援を行う

地域の経済活力の創出に向け、地域の実情や特性に応じた商店街やも
のづくり企業などの活性化の取り組みについて、区役所等と連携し、きめ
細やかな支援を行う

施策の方向性

７．取り組みの方向性
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７．取り組みの方向性
～ 様々な地域主体との協働による地域経済活性化 ～取り組みのイメージ

商店街・問屋街等

ものづくり企業

NPO団体
地域団体
地域住民

ボランティア

連携

区役所

操業環境改善

人材確保

活性化支援

各種支援機関

情
報
発
信

他都市等
（他の自治体、地域団体など）

連
携
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

商店街・問屋街等の
活性化

商店街の活性化において活動主体となり得る団体や人を掘り起
し、商店街団体とマッチングしていく等の「運営上の仕組み作り」
を支援

商店街・問屋街等が新たな魅力づくりに向けて、中長期的な観
点のもと知恵と工夫を活かして取り組む活性化のためのハード事
業及びソフト事業を支援
・ハード事業（施設整備・オープンモール化）
・ソフト事業（商業集積のにぎわい創出を目的とした事業や空き
店舗を活用する事業）

経営支援
・セミナー、ワークショップなど＜再掲＞
【大阪産業創造館】

資金支援 大阪信用保証協会等と連携し、円滑な資金調達を支援
＜再掲＞

人材確保・育成
ものづくり企業等の人材確保につなげるため、将来のものづくりを
担う人材を有する工業高校等と、ものづくり企業との交流を実施
＜再掲＞

操業環境改善 工場用地等の情報を提供

検証を踏まえ改善・継続効果・手法を
検証

活性化
支援

７．取り組みの方向性

活性化
支援

活性化
支援

活性化
支援

経営支援 経営支援 経営支援 経営支援

人材確保・
育成

人材確保・
育成

人材確保・
育成

人材確保・
育成

資金支援 資金支援 資金支援 資金支援

操業環境
改善

操業環境
改善

操業環境
改善

操業環境
改善
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

区役所等との連携

様々な地域主体（商店街、問屋街、ものづくり企業等）におけ
る各地域の実情や特性に応じた地域活性化への取り組みを支
援

各区が設置・運営する経営相談窓口に、経営等に関する専門
的知識を持った専門家を派遣

他局部署が実施する取り組みと連携

他都市等との連携 他の自治体や地域団体等との連携など

情報発信

商店街とともに、一定期間に集中して開催する魅力的なイベント
を一斉にキャンペーン展開するなど、購買意欲を高め、消費拡大
を図るプロモーション事業を実施

商店街、問屋街等の発展のため、活性化の取り組みの情報等
を発信

ものづくり企業の発展のため、高度な技術等、光る技術を持った
中小企業者の情報等を発信

７．取り組みの方向性

消費喚起 消費喚起 消費喚起 消費喚起

情報発信 情報発信 情報発信 情報発信

情報発信 情報発信 情報発信 情報発信

区役所との
連携

区役所との
連携

経営相談

区役所との
連携

区役所との
連携

経営相談 経営相談 経営相談

他都市等
との連携

他都市等
との連携

他都市等
との連携

他都市等
との連携

他局との
連携

他局との
連携

他局との
連携

他局との
連携
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• 大阪らしさを象徴する自由闊達で進取の気風に富む大阪が育んだ商人や企業家は、世界に先駆け
て先物取引を開始し、斬新なアイデアで新たな商品を創出するなど、その創造性により社会に変革を
生み、日本経済の発展に貢献するとともに、人々の生活に豊かさや潤いをもたらしてきた

• このような企業家精神を受け継ぐ大阪において、起業は、経済の新陳代謝の活発化を図り、経済成
長を牽引する成長力の高い企業や多数の雇用を生み出すものであるが、本市の開業率は全国平
均を上回るものの、開業率が廃業率を下回る状況が続いている

• 起業家の中には、成長拡大志向だけでなく、安定的な事業運営を求める起業家も多数存在し、企
業が必要とする支援策は異なっている

• 開業した直後の事業所は生存率が低く、企業の事業活動を安定・発展させていくためには、創業前
後だけでなく企業の成長に合わせて包括的支援を継続して行っていく必要がある

Ⅰ.経済へダイナミズムをもたらす中小企業の振興

現状と課題

７．取り組みの方向性

③創業・第２創業への包括的支援
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Ⅰ.経済へダイナミズムをもたらす中小企業の振興

③創業・第２創業への包括的支援

地域経済に活力を生み出す新たな担い手の創出に向け、創業時に生じる
様々な課題解決を支援し創業等の支援を図る
事業継続率を高めるため、創業時だけなく、事業が軌道に乗るところまで
包括的な支援を行う

施策の方向性

７．取り組みの方向性
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創業に関する基礎的な知識の習得支援

創業前支援
（創業準備・課題）

成長・発展期支援
（事業が軌道に乗るまでの様々な経営課題等）

創業に向けた支援スペースの提供
（大阪産業創造館 ・大阪市立工業研究所など）

起業・
創業

成長・
発展

７．取り組みの方向性
取り組みのイメージ ～ きめ細やかな包括的支援 ～

成長・発展へ

包
括
的
支
援
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

創業前支援

創業に関する基礎知識の習得や課題解決のためのセミナーや講
習会、交流会等の実施
【大阪産業創造館】

各分野の専門家相談を実施【大阪産業創造館】
＜再掲＞

創業準備活動のための総合的支援スペースの設置
【大阪産業創造館】

ものづくりによる創業をめざす方のため、実験設備を備えた創業
支援研究室、開放研究室を設置
・工業研究所の技術指導、助言
【大阪市立工業研究所】

創業の具体化に向けた支援の実施
・ゼミ、ワークショップ、専門家相談などによるビジネスプランのブラッ
シュアップ支援
・資金調達、サプライチェーン構築のためのマッチング支援の実施
・先輩起業家メンターによる経営ノウハウの習得
【大阪産業創造館】

知識習得
支援

創業相談

創業スペース
の確保

７．取り組みの方向性

知識習得
支援

知識習得
支援

知識習得
支援

創業相談 創業相談 創業相談

創業スペース
の確保

創業スペース
の確保

創業スペース
の確保

創業支援
スペースの提供

創業支援
スペースの提供

創業支援
スペースの提供

創業支援
スペースの提供

創業準備
を支援

創業準備
を支援

創業準備
を支援

創業準備
を支援
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

成長・発展期支援

創業初期の経営課題解決のためのセミナーや講習会、交流会
等の実施
【大阪産業創造館】

各分野の専門家相談を実施【大阪産業創造館】
＜再掲＞

ものづくり企業向けの技術支援を実施
・技術相談（企業シーズの把握）
・依頼試験分析（品質・性能試験、成分分析等）
・装置・機器の使用機会の提供
・受託研究（新製品・新技術の開発、品質向上）
【共同研究も可能】
・技術者養成（レディメード研修、オーダーメード研修など）
・職員派遣（講演・技術指導）
【大阪市立工業研究所】＜再掲＞

事業承継支援

大阪産業創造館において、相談やセミナーなど、様々なサービ
ス・情報の提供を通じて、中小企業の経営者・後継者の方を対
象に、自身と会社にとってより良い事業承継の取り組みが進めら
れるようサポート
【大阪産業創造館】＜再掲＞

経営相談

技術支援

７．取り組みの方向性

経営相談 経営相談経営相談

技術支援 技術支援 技術支援

成長・発展を
支援

成長・発展を
支援

成長・発展を
支援

成長・発展を
支援

事業承継
支援

事業承継
支援

事業承継
支援

事業承継
支援
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• 大阪を中心とする関西圏は、交通システムをはじめとする豊富な都市インフラ、巨大な消費市場、アジ
アとの強い取引関係、大学・研究機関や高付加価値型ものづくり産業の集積など高いポテンシャルを
有している

• 本市では、こうした強みを大阪経済の活力創出につなげるため、大阪の中小企業が持つ、高い技術
力や独創的なアイデア、挑戦意欲を有する中小企業の挑戦を全力で応援していく必要がある

• また、本社機能の首都圏への移転や企業流出が続く中、地域経済を支え、強化していくためには、高
い成長が期待できる革新的な事業を起こしていくことが必要である

• 「日本再興戦略2016」では、「イノベーションの創出・チャレンジ精神にあふれる人材の創出」を鍵とな
る施策の一つに掲げるなど、世界に通用するベンチャー企業の創出に向けた機運が高まっている

• グローバル経済の激しい競争のもとでは、組織や国境を越えたオープンイノベーションに取り組むことが
急務であり、うめきた地区において、官民が連携し、新しい産業・技術、文化・価値を生み出し、関西
から世界へ発信する知的創造拠点（ナレッジ・キャピタル）を核としたまちづくりを進めている

• 本市では、その主要施設の一つである「大阪イノベーションハブ(OIH)」において、国内外から人材・情
報・資金を引き込み、それらをつなげることでイノベーションが次々と起こる環境（イノベーション・エコシ
ステム）の構築をめざした取り組みを行っている

Ⅱ.イノベーションが次々と生まれる好循環づくり

現状と課題

７．取り組みの方向性

①世界と繋がった「イノベーション・エコシステム」の構築
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Ⅱ.イノベーションが次々と生まれる好循環づくり

①世界と繋がった「イノベーション・エコシステム」の構築

世界に通用するイノベーションの創出をめざし、関西資源のハブ・世界の窓
口としての地位を高めるため、起業家、研究者、大企業、ベンチャーキャピ
タルなどをつなぎ、イノベーション・エコシステムの構築拠点である「大阪イノ
ベーションハブ(OIH)」の取り組みの機能強化を図る

グローバルイノベーション拠点を活用し、成長著しいアジア市場をはじめ、グ
ローバル市場をターゲットとした起業等を支援する

施策の方向性

７．取り組みの方向性
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取り組みのイメージ

７．取り組みの方向性
～「イノベーション・エコシステム」の構築～

イノベーション・エコシステム
（イノベーションの生態系）

※イノベーション・エコシステム
生態系（ｴｺｼｽﾃﾑ）の持続性になぞらえ、 大学の技術、シーズ等と社会ニーズをもとに 起業家が事業化に
取り組み、メンターやＶＣ等から支援を受けてイノベーション創出を果たすことが持続する状態
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

人材発掘、
イノベーション支援

創業期ベンチャーの成長を推進するため、先輩起業家によるアド
バイスや、大企業・シードアクセラレーター（ベンチャー企業を育成
する投資家）等との連携機会の提供などを実施
【大阪イノベーションハブ】

グローバル志向の起業家を増やすため、事業の立ち上げに必要と
なる基本的なノウハウの提供のほか、シリコンバレーをはじめ海外
での実践的研修を受ける機会を提供【大阪イノベーションハブ】

グローバルな事業の創出につながる各種イベントの提供
（アイデアソン、ハッカソン、ピッチイベント、大企業とのオープンイノ
ベーションイベントなど）【大阪イノベーションハブ】

大阪イノベーションハブのネットワークの活用や起業家等のメンタリ
ングなど、ビジネスプランをフォローアップできる場所の提供
【大阪イノベーションハブ】

大阪市内に事業所のある企業又は個人と連携する大学を対象
とし、大学の研究・技術シーズをもとにした企業等との共同研究
開発に対して助成するなど、産学連携を推進

国際展開
情報発信

取組の成果や創出されたプロジェクトのプロモーションの一環として、
国際イノベーション会議「Hack Osaka」を開催
（基調講演、パネルディスカッション、インターナショナルピッチコンテ
スト、Startup Show Caseなど）【大阪イノベーションハブ】

７．取り組みの方向性

ベンチャー企業
への支援

ベンチャー企業
への支援

ベンチャー企業
への支援

検証を踏まえ
改善・継続

海外ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟの開催

海外ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟの開催

海外ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟの開催

各種イベントの
実施

検証を踏まえ
改善・継続

各種イベントの
実施

各種イベントの
実施

場所の提供 場所の提供 場所の提供

産学連携の
推進

産学連携の
推進

産学連携の
推進

検証を踏まえ
改善・継続

検証を踏まえ
改善・継続

検証を踏まえ
改善・継続

国際会議
の開催

国際会議
の開催

国際会議
の開催

検証を踏まえ
改善・継続
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• 「日本再興戦略2016」では、「世界最先端の健康立国へ」や「環境エネルギー制約の克服と投資
の拡大」を主要な施策の一つとして位置付けており、医薬品・医療機器等の開発・事業化やロボッ
ト・センサー技術の介護現場への導入のほか、省エネルギーの推進や水素等の新たなエネルギーシス
テムの構築などを具体的施策としている

• そうした中、大阪・関西には、世界的にも需要の拡大が見込まれるライフ・グリーン分野において、関
連する大手企業をはじめ、独自の技術力や商品開発力を持つ中小企業、大学や研究機関が多数
集積している

• また、大阪市では、製造業の事業所数が全国の市町村で最多となっており、高度な技術を持つ、多
種多様な中小企業が集積している

• 大阪経済の成長のためには、市域として強みのあるライフ・グリーン分野等において、企業の技術力や
製品開発力を最大限活かした新製品・新サービスの事業化の事例を増やし、リーディング企業を創
出することが必要である

• 「関西イノベーション国際戦略総合特区」として地域指定された「大阪駅周辺地区」及び「夢洲・咲
洲地区」において、ライフ・グリーン分野のイノベーションを創出する仕組みづくりをめざしている

Ⅱ.イノベーションが次々と生まれる好循環づくり

現状と課題

７．取り組みの方向性

②成長分野におけるリーディング企業・新事業の創出
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Ⅱ.イノベーションが次々と生まれる好循環づくり

②成長分野におけるリーディング企業・新事業の創出

成長が期待される産業分野における先進的で意欲の高い企業の事業化
を集中的に支援し、中小企業のイノベーションの促進と成長分野を牽引す
る企業の育成を図る

大阪発の新技術・新開発の創出に向け、産学官金の連携などにより先端
技術開発に取り組む企業を支援する

施策の方向性

７．取り組みの方向性
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取り組みのイメージ

大阪市立大学

大阪市立
工業研究所

成長分野
（ライフ・グリーン分野等）

先進的で
意欲の高い企業

金融機関

環境整備
集中支援 連携

イノベーション
の促進

新技術・
新開発の創出中小企業を牽引

主な取組

７．取り組みの方向性
～大阪の中小企業を牽引するリーディング企業・新事業の創出～

リーディング
企業

中小企業

大 阪 市

有望なプロジェクト
へのハンズオン支援

関西イノベーション国
際戦略総合特区

地方税ゼロ制度
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

販路の開拓

実現性や成長性等が期待できるプロジェクトを発掘・認定し、認定
したプロジェクトに対して、市場投入から販路拡大まで、担当コーデ
イネータが伴走し、各段階の課題に応じたオーダーメイド型の継続
的サポートの実施

「介護・福祉・健康分野」や「環境・エネルギー分野」に関する製
品・サービスの常設展示場の運営

医療機器、病院設備、介護用品、再生医療から医薬品開発まで
を網羅した医療総合展「メディカル ジャパン」の開催協力及びブー
ス出展により、関西の産業ポテンシャルや先進的・革新的な研究
等の紹介、医療機器分野への新規参入に向けた個別相談、大学
等の研究成果と企業のマッチングを目的としたセミナーなどを実施
【関西広域連合】

大学・研究機関等
との連携

環境・エネルギー関連やライフサイエンス関連等の分野において、産
学官の連携により、新産業の創出を促す技術革新につながるプロ
ジェクト研究を推進【大阪市立工業研究所】

ものづくり企業の技術開発を支援するため、国内外の研究機関や
金融機関などと連携し、共同研究やシンポジウム・展示会等を実
施 【大阪市立工業研究所】

ものづくり医療コンソーシアムと連携し、大学病院等の場を活用して、
病院のニーズを集め、周辺機器等のニッチな分野で新商品・サービ
スの開発を支援【大阪市立大学】

７．取り組みの方向性

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ認定
ﾊﾝｽﾞｵﾝ支援

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ認定
ﾊﾝｽﾞｵﾝ支援

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ認定
ﾊﾝｽﾞｵﾝ支援

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ認定
ﾊﾝｽﾞｵﾝ支援

プロジェクト
研究の推進

プロジェクト
研究の推進

プロジェクト
研究の推進

プロジェクト
研究の推進

新商品の開発 新商品の開発 新商品の開発 新商品の開発

ｴｲｼﾞﾚｽｾﾝﾀｰ
の運営
ｸﾞﾘｰﾝｴｺ
ﾌﾟﾗｻﾞの運営

ｴｲｼﾞﾚｽｾﾝﾀｰ
の運営
ｸﾞﾘｰﾝｴｺ
ﾌﾟﾗｻﾞの運営

ｴｲｼﾞﾚｽｾﾝﾀｰ
の運営
ｸﾞﾘｰﾝｴｺ
ﾌﾟﾗｻﾞの運営

ｴｲｼﾞﾚｽｾﾝﾀｰ
の運営
ｸﾞﾘｰﾝｴｺ
ﾌﾟﾗｻﾞの運営

「メディカル
ジャパン」への
ブース出展

39

「メディカル
ジャパン」への
ブース出展

「メディカル
ジャパン」への
ブース出展

「メディカル
ジャパン」への
ブース出展

関係機関
との連携

関係機関
との連携

関係機関
との連携

関係機関
との連携



具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

大学・研究機関等
との連携

「人工光合成研究センター」や「健康科学イノベーションセンター」等
において、企業との共同研究等を実施し、技術革新や新商品の開
発等を推進【大阪市立大学】

健康・予防医療分野における研究開発拠点「健康・予防医療ラ
ボラトリー」（阿倍野区）において、企業との共同研究プロジェクト
や製品開発等を実施【大阪市立大学】

研究開発、
商品・サービス開発

製品の開発・改良、製造プロセスや品質管理上の問題など、工業
技術に関する質問や相談に対して、適切なアドバイスを実施
【大阪市立工業研究所】

企業から依頼を受けた試料・原材料・製品等のサンプルについて、
品質・性能試験・成分分析などを実施
【大阪市立工業研究所】

一定の使用技術と充分な経験を有する利用者に対して、工業研
究所が保有する研究機器・装置の使用機会を提供
【大阪市立工業研究所】

企業からの依頼に基づく研究を行い、迅速な技術移転、技術開発、
製品開発を推進【大阪市立工業研究所】

蓄電デバイスの作製・評価を行う「電池開発評価センター」やLED
製品の評価を行う「次世代光デバイス評価支援センター」において、
環境・新エネルギー関連の技術開発を支援
【大阪市立工業研究所】

７．取り組みの方向性

機器・装置使用
ｻｰﾋﾞｽの実施

受託研究
の実施

センターでの
開発支援

受託研究
の実施

受託研究
の実施

受託研究
の実施

機器・装置使用
ｻｰﾋﾞｽの実施

機器・装置使用
ｻｰﾋﾞｽの実施

機器・装置使用
ｻｰﾋﾞｽの実施

センターでの
開発支援

センターでの
開発支援

センターでの
開発支援

技術相談
の実施

依頼試験・分析
サービスの実施

支援ｽﾍﾟｰｽ
の提供

技術相談
の実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

依頼試験・分析
サービスの実施

依頼試験・分析
サービスの実施

依頼試験・分析
サービスの実施

支援ｽﾍﾟｰｽ
の提供

支援ｽﾍﾟｰｽ
の提供

支援ｽﾍﾟｰｽ
の提供

企業との共同
研究の実施

企業との共同
研究の実施

企業との共同
研究の実施

企業との共同
研究の実施
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

研究開発、
商品・サービス開発

産業界への技術移転の推進に向け、産業創造館等と連携し、「バ
イオ・医療」「環境・エネルギー」等に関する新技術開発・シーズを大
学教員により発表する「ニューテクフェア」の開催【大阪市立大学】

次世代エネルギー開発研究（人工光合成）や健康科学研究等
の分野での研究を重点的に実施し、企業の研究開発等に資する
シーズを提供【大阪市立大学】

ものづくり企業の医療機器分野への参入に向けた、生産・管理、販
売戦略など、事業化に向けた様々なステージにおける相談事業を
実施【関西広域連合】

関西が高い産業ポテンシャルを有する水素・燃料電池関連等のグ
リーン分野において、実用化を目指す大学・研究機関等の研究成
果発表や個別面談・交流会による域内企業とのマッチングを通じて、
産学連携による製品開発等を促進【関西広域連合】

広域連合の域内公設試において広域的な連携を図ることにより、
域内企業における公設試の利便性を向上【関西広域連合】
・保有機器や技術シーズ等の情報発信、公設試間の人材交流や
研究員の知識・技術向上を図るための共同研究会を実施など

新エネルギーやライフサイエンスに関連する先進的な事業を行う企
業が特区区域に進出する場合の特例制度（地方税ゼロ制度）
の推進

特区制度等の活用
関西イノベーション国際戦略総合特区を活用して、大阪駅周辺及
び夢洲・咲洲地区において、ライフ・グリーン分野における各種支援
措置等を実施

７．取り組みの方向性

制度周知 制度周知

シーズの提供 シーズの提供 シーズの提供 シーズの提供

医療機器
相談の実施

フォーラム
の実施

域内公設試
の情報発信

共同研究会
の実施

医療機器
相談の実施

医療機器
相談の実施

医療機器
相談の実施

域内公設試
の情報発信

域内公設試
の情報発信

域内公設試
の情報発信

共同研究会
の実施

共同研究会
の実施

共同研究会
の実施

フォーラム
の実施

フォーラム
の実施

フォーラム
の実施

研究成果
の発表

研究成果
の発表

研究成果
の発表

研究成果
の発表

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
国際戦略総合
特区の活用

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
国際戦略総合
特区の活用

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
国際戦略総合
特区の活用

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
国際戦略総合
特区の活用
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Ⅱ.イノベーションが次々と生まれる好循環づくり

• 人口減少・少子高齢化の更なる進展により、医療・介護分野をはじめ様々な社会経済構造上の課
題等が複雑化・顕在化する中、それらの解決に向けた取り組みを、潜在成長力を有するビジネス分
野として捉え、挑戦する企業や人材を支援する必要がある

• IT技術の目覚ましい発展やインターネットによるネットワーク化の進展など、ITによる社会変革が急速
に進む中、IoTは、将来の社会全体に大きな影響をもたらすものとして、大きな注目を集めている

• 「ロボット新戦略（H27.1策定）」では、IoT時代のロボットで世界をリードすることを柱の一つとしてい
るほか、「日本再興戦略2016」では、IoT、ビッグデータ、AI等のコア技術の活用により、社会的課題
を解決し、新たなビジネスを創出するとしている

• 大阪市には、IoTやロボット製造業に関連する技術を有する製造業の事業所が多く存在しており、そう
した強みを大阪経済の活力創出につなげていく必要がある

• デザイン活用等により、商品・サービスの特性や優位性、企業イメージをアピールし、ヒット商品を輩出
して販路拡大に成功した企業がある一方、優れた技術力やアイデアを持ちながらも競争力強化が図
れていない企業も多数存在している

現状と課題

７．取り組みの方向性

③大阪の強みを活かした課題解決型イノベーションの創出
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Ⅱ.イノベーションが次々と生まれる好循環づくり

IoTやロボットテクノロジー等を活かして、人口減少・少子高齢化をはじめ
とする社会構造の変革等に伴う課題解決に貢献する新たな製品・サービ
スの創出を支援する

大阪が強みを持つクリエイティブ・デザイン関連企業の力を活かし、ものづく
り企業をはじめとする異業種企業との協働により、価格競争から離れ、製
品の差別化や顧客満足度など異なる次元で勝負できる、高付加価値な
製品・サービスの創出を支援する

本市が保有するさまざまなデータを新たな事業の創出に役立てるため、大
阪市ICT戦略の取り組みの中で、企業等と連携し行政オープンデータの
活用方策の検討を進める

施策の方向性

７．取り組みの方向性

③大阪の強みを活かした課題解決型イノベーションの創出
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取り組みのイメージ

・人口減少・少子高齢化に伴い、生産年齢人口の減少による人手不足や、総需要
の減少、地方経済・コミュニティの疲弊などの問題が顕在化

７．取り組みの方向性
～IoTやロボットテクノロジー等を活用した新製品・サービスの創出～

・高い技術力を持つ多種多様な製造業の集積
・特に、ロボット分野との関連が深い製造業が集積

大阪市の強み

＜IoT・ロボットテクノロジー等を活用した事例 （出典︓日本経済再生本部 第2回「未来投資に向けた官民対話」配付資料＞

IoT、ビッグデータ、AI、ロボットテクノロジー等のコア技術を活用して、
様々な分野における技術革新・ビジネスモデルへと結びつけ、

社会構造の変化等に伴う課題解決に貢献する新たな製品・サービスを創出

・IoT、ビッグデータ、人工知能（AI）、ロボット等の技
術革新が急速に進展。これらのコア技術は、全ての産業
における革新のための共通の基盤技術

IoT等に対する国の考え方

社会構造の変革等に伴う課題
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

販路の開拓
実現性や成長性等が期待できるプロジェクトを発掘・認定し、認定
したプロジェクトに対して、市場投入から販路拡大まで、担当コーデ
イネータが伴走し、各段階の課題に応じたオーダーメイド型の継続
的サポートの実施

創業・起業支援

IoT・RT等を活用したビジネスの新規事業の創出を図るため、専
任コーディネータが、事業化にかかる課題解決、様々なニーズとの
マッチング、販路拡大など、創業までを伴走支援【ソフト産業プラザ】

IoT・RT等を活用したビジネスにおける創業前・創業期の企業を育
成するため、インキュベーションマネージャーによるビジネスコーディネー
トやオフィス等を低料金で提供 【ソフト産業プラザ】

創業間もないデザイナーの育成を図るため、インキュベーションオフィ
スの提供やセミナーの開催、常駐スタッフによる各種サポートを実施
【大阪デザイン振興プラザ】

人材の育成

IoT・RT等を活用したビジネス分野における人材育成を図るため、
関連する企業・個人を対象に、同分野に関するセミナー、ワーク
ショップを実施 【ソフト産業プラザ】

デザインビジネスにおける人材育成を図るため、デザイナーや関連企
業を対象に、同分野に関するセミナーや展示会等を実施
【大阪デザイン振興プラザ】

新たな製品・サービス開発など、自ら新規事業を生み出すプロ
デューサー人材を育成するため、クリエイターを対象に、セミナーや
ワークショップ等を実施
【クリエイティブネットワークセンター大阪（メビック扇町）】

７．取り組みの方向性

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ認定
ﾊﾝｽﾞｵﾝ支援

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ認定
ﾊﾝｽﾞｵﾝ支援

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ認定
ﾊﾝｽﾞｵﾝ支援

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ認定
ﾊﾝｽﾞｵﾝ支援

セミナー、
ワークショップ等
の実施

セミナー、
ワークショップ等
の実施

セミナー、
ワークショップ等
の実施

セミナー、
ワークショップ等
の実施

セミナー、
ワークショップ等
の実施

セミナー、
ワークショップ等
の実施

セミナー、
ワークショップ等
の実施

セミナー、
ワークショップ等
の実施

各種サポート
の実施

検証を踏まえ
改善・継続

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

各種サポート
の実施

セミナー、
展示会等
の開催

セミナー、
展示会等
の開催

セミナー、
展示会等
の開催

セミナー、
展示会等
の開催
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

研究開発、
商品・サービス開発

製品の開発・改良、製造プロセスや品質管理上の問題など、工業
技術に関する質問や相談に対して、適切なアドバイスを実施
【大阪市立工業研究所】＜再掲＞

企業から依頼を受けた試料・原材料・製品等のサンプルについて、
品質・性能試験・成分分析などを実施
【大阪市立工業研究所】＜再掲＞

一定の使用技術と充分な経験を有する利用者に対して、工業研
究所が保有する研究機器・装置の使用機会を提供
【大阪市立工業研究所】＜再掲＞

企業からの依頼に基づく研究を行い、迅速な技術移転、技術開発、
製品開発を推進【大阪市立工業研究所】＜再掲＞

行政課題・都市課題解決を通じた大阪の成長への貢献を図るた
め、大学が有する知見の活用やシンクタンク機能を発揮
【大阪市立大学】

新製品の開発や製造技術の刷新など、中小企業が抱える様々な
課題を解決するため、中小企業がWEBで気軽に技術相談できる
「ホームドクター制度」を設置【大阪市立大学】

産学官連携コーディネーターを設定し、共同研究や受託研究、技
術相談・技術指導など、中小企業の技術相談に対応
【大阪市立大学】

７．取り組みの方向性

技術相談
の実施

依頼試験・分析
サービスの実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

依頼試験・分析
サービスの実施

依頼試験・分析
サービスの実施

依頼試験・分析
サービスの実施

機器・装置使用
ｻｰﾋﾞｽの実施

受託研究
の実施

受託研究
の実施

受託研究
の実施

受託研究
の実施

機器・装置使用
ｻｰﾋﾞｽの実施

機器・装置使用
ｻｰﾋﾞｽの実施

機器・装置使用
ｻｰﾋﾞｽの実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

技術相談
の実施

地域課題解決
の促進

地域課題解決
の促進

地域課題解決
の促進

地域課題解決
の促進
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

研究開発、
商品・サービス開発

クリエイター同士やものづくり企業等の異業種企業の協働を促進し、
高付加価値な製品・サービスの創出を図るため、ビジネスマッチング
等を実施【クリエイティブネットワークセンター大阪（メビック扇町）】

新たなビジネス創出につなげるため、クリエイターとものづくり企業等
の異業種企業を対象に、イベント等を通じて、クリエイター同士やク
リエイターと企業とのネットワーク構築を促進
【クリエイティブネットワークセンター大阪（メビック扇町）】

行政課題の解決・市民サービスの向上を図るため、企業等と連携
をしながら、ビッグデータ活用にかかる方策を検討

IoT・RT等を活用した新たな製品・サービスを創出するため、IoT・
RT関連ビジネスの社会実装に向けた実証実験を支援

情報発信

IoT・RT等を活用したビジネスマインドを醸成するため、IoT・RT等
を活用した技術やサービスによる将来のビジネスの可能性などを展
示会への出展等を通じて広く企業へ周知 【ソフト産業プラザ】

大阪で活躍するクリエイターのプロモーションや、クリエイター同士やク
リエイターと企業の協働プロジェクト創出につなげるため、WEBや冊
子により情報発信
【クリエイティブネットワークセンター大阪（メビック扇町）】

７．取り組みの方向性

ネットワーク
の構築

ネットワーク
の構築

ネットワーク
の構築

ネットワーク
の構築

WEB等による
情報発信

WEB等による
情報発信

WEB等による
情報発信

WEB等による
情報発信

活用方策
の検討

活用方策
の検討

活用方策
の検討

活用方策
の検討

検証を踏まえ
改善・継続

マッチング等の
実施

マッチング等の
実施

マッチング等の
実施

マッチング等の
実施

実証実験
の支援

実証実験
の支援

実証実験
の支援

展示会等
への出展

展示会等
への出展

展示会等
への出展
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Ⅱ.イノベーションが次々と生まれる好循環づくり

• 都市間競争が激化する中、企業の成長や大阪での再投資を促す産業振興策の充実とともに、特区
制度等を活用し、ライフ・グリーンをはじめとする成長分野の更なる企業集積やイノベーション拠点の形
成など、大阪の強みを活かした魅力的なビジネス環境の整備に取り組む必要がある

• 姉妹都市やビジネスパートナー都市など本市が有する海外ネットワークを最大限活用し、大阪の技術
や産業など、あらゆる大阪の強みをトップセールス等により国内外へ積極的にアピールすることにより、
大阪への投資や中小企業等の国際ビジネス交流をより一層促進させる必要がある

現状と課題

７．取り組みの方向性

④イノベーションを生み出すビジネス環境整備
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Ⅱ.イノベーションが次々と生まれる好循環づくり

④イノベーションを生み出すビジネス環境整備

特区制度を活用する大阪独自の取組の推進や企業等進出支援などに
より、都市間競争力を強化し、企業集積や研究開発の促進など、イノ
ベーションが創出される環境整備を図る

本市海外ネットワークの強化・発展を図るとともに、当該ネットワークを戦
略的に活用し、現地セミナーなどを通じて、ライフ・グリーン分野等における
大阪の強みを海外へ効果的に発信するほか、ミッション団の派遣・受入れ
などを通じて、投資や国際ビジネス交流の一層の促進に取り組む

施策の方向性

７．取り組みの方向性
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ビジネス環境の整備

取り組みのイメージ

企業集積によるビジネスチャンスの拡大
さらなる企業集積・再投資へと好循環

大阪の魅力・ポテンシャル

国内外の企業、大学

大 阪 市

＋

トップセールス等による
大阪の魅力・ポテン
シャル、投資環境等の
情報発信

企業・大学等の
大阪への進出

７．取り組みの方向性
～ビジネス環境の整備等を図り、その魅力をトップセールス等により強力に発信～

国家戦略特区
関西イノベーション
国際戦略総合特区

企業誘致
インセンティブ制度

産業創造館や大阪イノベーションハブ、
大阪市立工業研究所等において、企業の成長・発展を支援

産業創造館や
大阪ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾌﾞ等
での活動支援
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

情報発信

大阪が持つバイオやグリーン等の強みを広く海外に発信するため、
姉妹都市等とのネットワークを戦略的に活用し、表敬訪問やプロ
モーションセミナーなどを通じた市長等によるトップセールスを実施

大阪府・大阪商工会議所と組織する「大阪外国企業誘致セン
ター（O-BIC）」等と連携するなど、セミナーやウェブサイト等により
大阪の投資環境などの関連情報を発信

企業等進出支援

企業等への立地助成金について、企業の本社機能のほか、大阪
の強みとなる成長分野など、支援対象の拡充を検討

投資有望企業等の情報収集やアプローチを実施するとともに、大
阪への進出を検討する企業の相談窓口の運営や、大阪進出準備
のための無料オフィスの提供、土地物件情報の提供など、進出に
必要なサポートを実施

新エネルギーやライフサイエンスに関連する先進的な事業を行う企
業が特区区域に進出する場合の特例制度（地方税ゼロ制度）
の推進＜再掲＞

特区制度等の活用

国家戦略特区を活用して、健康・医療等の国際的イノベーション
拠点の形成とチャレンジングな人材の集まるビジネス環境を整備

関西イノベーション国際戦略総合特区を活用して、大阪駅周辺及
び夢洲・咲洲地区において、ライフ・グリーン分野における各種支援
措置等を実施 ＜再掲＞

７．取り組みの方向性

企業等の
進出支援

企業等の
進出支援

企業等の
進出支援

検証を踏まえ
改善・継続

国家戦略
特区の活用

国家戦略
特区の活用

国家戦略
特区の活用

国家戦略
特区の活用

認定済事業
者への助成

認定済事業
者への助成
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新たな支援
対象の検討 検討をふまえて拡充

トップセールス
等の実施

トップセールス
等の実施

トップセールス
等の実施

トップセールス
等の実施

情報発信 情報発信 情報発信 情報発信

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
国際戦略総合
特区の活用

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
国際戦略総合
特区の活用

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
国際戦略総合
特区の活用

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
国際戦略総合
特区の活用

制度周知 制度周知



• MICEは、一般的な観光とは異なり、企業・産業活動や研究・学会活動と関連していることが多いた
め、ビジネス・イノベーション機会の創造、地域への経済効果や都市の競争力向上が見込まれる

• 大阪府・市は、国が日本のMICE誘致競争を牽引できる実力ある都市の育成を狙う「グローバル
MICE都市」の一つとして選定されている

• 都市規模でのMICE機能の整理・集約が十分でないため、ポテンシャルを活かしきれていない

• 大阪に集積する産業分野を活かした具体的な誘致を進めるための基本的方針を取りまとめ、戦略
的にMICE誘致に取り組む必要がある

Ⅲ.観光地域まちづくりによる交流人口・ビジネスマーケットの拡大と新たなビジ
ネスチャンスの創出

現状と課題

７．取り組みの方向性

①戦略的なMICE誘致
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Ⅲ.観光地域まちづくりによる交流人口・ビジネスマーケットの拡大と新たなビジ
ネスチャンスの創出

①戦略的なMICE誘致

MICE開催を通じた観光消費の拡大、大阪に集積する産業分野を活か
したビジネスやイノベーションの機会を創出するため、具体的な誘致を進め
るための基本的な方針を策定するとともに、新たな観光拠点形成など
MICE機能の強化を図り、経済界や関係機関と連携して戦略的にMICE
誘致を推進する

施策の方向性

７．取り組みの方向性
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取り組みのイメージ

７．取り組みの方向性
～MICE誘致により、観光消費の拡大とビジネス・イノベーション機会を創出～

ＭＩＣＥ施設など機能強化に向けたＩ
Ｒの推進

戦略的なMICE誘致戦略的なMICE誘致

成長産業関連を重点的に誘致し、成長
をさらに促進

専門分野の企業集積やエリア特性を活か
した都市規模のＭＩＣＥ誘致推進に向

けたＭＩＣＥブランドを構築

成長産業の重点的誘致 ＭＩＣＥブランドの構築

ＭＩＣＥ施設など機能強化に向けた
ＩＲの推進

ＭＩＣＥ機能の強化

※MICE（マイス）とは、企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）
（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント
（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称

ホテル
会議運
営事業
者

旅行
会社

運輸
事業者

施設
事業者

展示会
事業者

料飲業 物販
観光施
設 ・・・ほか

MICE関連産業
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

MICE誘致の推進

官民が一体となって、ターゲット等を明確にした方針に基づき、戦略
的にMICE誘致を展開するとともに、大阪におけるMICE受入体制
の充実を図るなど、MICE誘致を推進

意欲と潜在力を持った中小企業に対して、より精度の高い商談機
会を提供するため、今後の継続開催が期待される新規展示会の
誘致助成を実施

夢洲において、MICE機能や国際的なエンターテイメント機能等を
備えた統合型リゾート（IR）の誘致など、民間の創意・工夫や意
見を取り入れながら、国際観光拠点を形成

大規模見本市・展示会等の誘致により、交流人口・ビジネスマー
ケットの拡大と新たなビジネスチャンスの創出を図るため、会場となる
施設（インテックス大阪等）の機能維持・向上を実施

７．取り組みの方向性

夢洲まちづくり構想策定・事業者選定 等 民間事業者
による設計 等

戦略的なMICE誘致
・方針に基づく誘致活動の展開
・統合型リゾートも視野に入れたMICE受入
体制の充実

・官民一体の
誘致体制の構築
・MICE推進方針
とりまとめ

制度創設・
実施

制度拡充・
実施

制度拡充・
実施

検証を踏まえ
改善・継続

施設の
機能維持・
向上

施設の
機能維持・
向上

施設の
機能維持・
向上

施設の
機能維持・
向上
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• 訪日外国人旅行者数は、近年、増加の一途を辿っており、平成27年は大阪府を訪れる外国人旅
行者数は過去最高で、大阪への訪問率も増加傾向にある

• 「日本再興戦略2016」では、観光を地方創生の切り札、GDP600兆円達成に向けた成長戦略の
柱としており、今後、訪日外国人旅行者数を2020年に4,000万人（2015年︓1,974万人）、
訪日外国人旅行消費額を2020年に8兆円（2015年︓3.5兆円）とする目標を掲げている

• 観光に関連する産業は、旅行業、宿泊業、運輸業、観光施設業に留まらず、非常に裾野が広く、他
産業への波及効果が大きい

• 来阪外国人旅行者数の増加は、これまでの官民挙げての観光振興の取組みの一つの成果であるが、
ビザの緩和や円安、LCCの増便などの要因が重なったことも大きい

• 現在、観光は大阪経済のけん引役であるが、観光需要を一過性のものにせず、ラグビーワールドカップ
2019、2020年東京オリンピック・パラリンピック、関西ワールドマスターズゲームズ2021の三大スポーツ
イベントの開催も好機として、今後も観光消費額を伸ばし、経済効果を高め、観光を大阪の新たな基
幹産業としていくためには、リピーターとなりうる個人旅行者や消費単価の高い欧米等からの観光客の
取り込みが求められる

現状と課題

７．取り組みの方向性
Ⅲ.観光地域まちづくりによる交流人口・ビジネスマーケットの拡大と新たなビジ
ネスチャンスの創出
②戦略的な観光地域まちづくりの推進
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②戦略的な観光地域まちづくりの推進

国内外の個人旅行者に大阪の本当の魅力を訴求することでリピーターを
獲得し、観光消費の拡大をめざす

大阪版DMOとしての大阪観光局の機能強化や民間連携プラットフォーム
等との協働により、エリアブランドの向上、大阪の魅力の創造・発掘による
商品化、観光客の受入環境整備や、戦略的なプロモーション・マーケティン
グを実施するなど、戦略的な観光地域まちづくりによる交流人口・ビジネス
マーケットの拡大及びビジネスチャンスの創出をめざす

施策の方向性

７．取り組みの方向性
Ⅲ.観光地域まちづくりによる交流人口・ビジネスマーケットの拡大と新たなビジ
ネスチャンスの創出
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取り組みのイメージ

７．取り組みの方向性
～観光を大阪の新たな基幹産業へ～

都市魅力
の向上
（都市魅力
創造）

交流人口
の拡大
（集客効
果）

消費喚起・
投資拡大
（経済効
果）

まちの
活性化
（取組の充
実・発展）

国内外への観光プロモーション
ＭＩＣＥ誘致
情報発信
観光魅力創造とインフラ推進 など

大阪観光局事業

大阪観光局の
機能強化

マーケティングの
機能向上

ワンストップ化による
観光案内機能強化

地域と連携した
ＭＩＣＥ事業の推進

情報ネットワークの
一元化

既存事業

大阪版ＤＭＯとしての機能強化

大阪観光局 ＝ 大阪版ＤＭＯ

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大に
よる新たなビジネス
チャンスの創出

○都市魅力創造の好循環につながる施策展開○大阪版DMOとしての大阪観光局の機能強化
・都市魅力の向上を図り、国内外の個人旅行者に大阪
の魅力を発信することにより、交流人口・ビジネスマーケット
を拡大
・その機会を活かして、新たなビジネスチャンスを創出

※「観光の基幹産業化」とは…
交流人口の拡大に向けて、単に集客数の増加を求めるのではなく、より観光消費拡大が期待できる層の集客を図ること
交流人口の拡大や観光消費金額の増加による市場拡大の効果を、市内（中小）企業の事業活動と結びつけ、取引
機会の増加を図ること 58



具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大
（観光マーケティング・
リサーチの強化）

「大阪版DMO」として、これまでの大阪観光局の取組に加え、マー
ケティング機能の向上やDMO戦略の策定、地域と一体となった観
光地域づくり等、大阪の観光振興の司令塔としての役割を果たす
ための機能強化を実施

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大
（世界第一級の文
化・観光拠点形成・発
信）

「水と光の首都大阪」の実現をめざし、水の回廊を船が行き交い、
内外の人々が水辺に集い憩う水都大阪の修景づくり、水辺の魅力
創出、「大阪・光の饗宴」の充実に取り組むなど水と光のまちづくりを
推進

大阪城・森之宮・大手前地区における歴史拠点の創出に向けた
取り組みを推進
・豊臣期に築かれた初代大坂城の石垣を掘り起し、公開する
施設を整備
・特別史跡大坂城跡保存管理計画を推進し、文化財を整備・
活用
・大坂城をはじめ大坂の陣ゆかりの地を日本遺産として登録

大阪城公園の世界的観光拠点化に向けて、平成27年度に導入
した大阪城公園PMO事業₍※₎を推進し、民間活力を活用した公
園の新たな魅力創出を推進
※PMO（Park Management Organization）とは、公園全体をマネジメン
トする民主導の組織のこと

中之島に整備予定の新美術館については、大阪市が所蔵する第
一級のコレクションを活用して、市立美術館や東洋陶磁美術館と
は異なる新たな魅力にあふれる美術館として、平成33年度
（2021年度）の開館をめざして整備

７．取り組みの方向性

・大阪版DMO
構築
・大阪版DMO
戦略の策定

大阪版DMO
戦略に沿った
DMO事業の
試行実施

大阪版
DMO戦略の
本格実施

大阪版
DMO戦略に
基づくDMO
事業体制の
確立

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施

PMO事業の展開・推進
（既存施設の改修、新たな施設の整備、
新たなにぎわいづくり、一体的な管理運営等）

豊臣石垣公開施設の整備 公
開

日本遺産登録
検討・申請 日本遺産（大坂の陣）事業の展開・推進

文化財の整備・
活用方針検討 文化財の整備・活用計画策定

設計競技 基本設計・実施設計 工事
（～2021年度）

運営型ＰＦＩスキーム検討・導入

コレクションの魅力向上（開館準備業務）
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具体的取組

施 策 取組内容
推進スケジュール

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大
（世界第一級の文
化・観光拠点形成・発
信）

天王寺公園・動物園を核に、周辺地域と連携し、観光・都市魅
力資源を活かした天王寺・阿倍野地区の魅力発信・集客促進に
取り組み、地区全体の集客力強化とブランド力向上を推進

天王寺公園・動物園において、ハード・ソフト両面からの魅力向上
に取り組み、公園・動物園を核に地区全体の集客力強化とブラン
ド力向上を推進

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大
（国際的なスポーツイ
ベントの開催）

大阪のスポーツ都市としてのブランド力を高めるため、注目度の高い
国際的なスポーツイベントや合宿を誘致

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大
（スポーツ都市大阪の
魅力発信）

大阪マラソンの魅力向上に向け、世界トップレベルの市民マラソンを
めざすためのさらなる魅力づくりをめざすとともに、大会の国際化を推
進

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大
（機運醸成イベントの
開催）

障がいのある人もない人も誰もが楽しめる大規模なスポーツイベント
の開催などによる機運醸成
また、関西WMG開催に向けて、大規模なスポーツ大会の開催時
に合わせて、一般参加型のスポーツイベントの開催による機運醸成

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大
（プロスポーツとの連
携）

プロスポーツチームと連携した都市魅力の発信、観光振興につなが
る取り組みを推進

地区内の観光施設等との連携強化、試行取組み

来訪者動向等
の調査・分析

取組方針検討、
実施体制構築

取組拡大・
推進

民間活力導入エリア（エントランスエリア等）における
賑わい創出事業の展開・推進

動物園等への民間活力導入検討
事業者募集の準備

事業者選定
事業推進

（民間事業者によ
る施設整備等）

７．取り組みの方向性

第６回大会
実施

第７回大会実施
プロポーザル（第8
回・第9回大会）

第８回大会
実施

第９回大会実施
プロポーザル（第10
回・第11回大会）

事業スキーム
検討 事業実施 事業実施 事業実施

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施
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支援施策
創業前

創業期
創業後

【啓発・マインド醸成等】 【創業準備期】 【成長・発展期】 【成熟・転換期】

起業支援スペース

資金調達支援

相談・セミナー・ワークショップ

マッチング支援

その他

大阪信用保証協会の各種制度融資を活用

各分野の専門家による相談（創業・経営相談）

創業スタート
アップセミナー

(創業までの具体的な
スケジュールなどを解

説)

起業準備セミナー
（保険年金や起業形
態などの知識やノウハ
ウを紹介）

創業チャレンジゼミ
（ビジネスプランの
ブラッシュアップなどの
短期集中講座）

大阪産業創造館
14Ｆ立志庵

創業支援セミナー・ゼミ・ワークショップ
（創業に役立つ情報や先輩起業家による体験談など）

ベーシックセミナー
（雇用・ＷＥＢ活用・税金・販促など創業初期

ならではの経営課題を解決）

ＩＡＧベンチャーサポート発表会
（関西のオーナー経営者や金融機関からの出資・販路開拓・事業提携や資金調達につなげる）

起業応援フェスタ
(先輩起業家のトークセッション、専門家の個別面談
や資金調達の相談など、起業準備に役立つ各種

コーナーを集めたイベント)

各種マッチング事業
・技術テーマ別商談会、展示商談会【商材】、個別商談会など各種商談会
・ビジネスチャンス倍増プロジェクト（技術系OBが技術提携先を紹介）

・販路開拓相談窓口（販路アドバイザーによるアドバイス）
・消費者モニター加地等（商品開発をサポート）など

事業推進セミナー（商品開発・価格戦略・知財活用など
事業を推進するために必要な知識を習得するセミナー）

経営者のためのワークショップ
(経営課題に応じた様々なﾃｰﾏで開催する少人数制の研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)

なにわあきんど塾
(若手経営者・後継者のための1年間にわたるビジネススクール）

ナレッジセミナー
（経営者に必要な基礎知識やビジネストレンド情報の解説）

経営ゼミ（実践的なテーマに基づいた少人数制短期集中講座。
経営の基礎を総合的に学ぶ）

事業承継なんでも
相談所（事業承継
コンシェルジュ、セミナー、
後継者向け勉強会）

事業計画作成講座等
（大阪信用保証協会等

と連携講座）

あきない虎の穴
（飲食店編）

（店舗経営ノウハウを身
につけたい創業希望者が
実績のある経営者のもと
で実践的に学ぶ）

大阪産業創造館の支援施策

（参考①）主要施設における支援施策
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大阪イノベーションハブの支援施策

（参考①）主要施設における支援施策

支援施策
創業前

創業期
創業後

【啓発・マインド醸成等】 【創業準備期】 【成長・発展期】 【成熟・転換期】

インキュベーション

資金
支援

融資

出資
（VC）

相談・セミナー・ワークショップ

マッチング支援

その他

プロジェクト創出
活動場所の提供

大阪信用保証協会の各種制度融資を活用

ピッチイベント（起業家等がビジネスプランを示して投資や支援者を探索するイベント）

シリコンバレーツアー
（投資家への

プレゼンテーション）
国際イノベーション会議

（投資家へのプレゼンテーション）

起業家マインド醸成、コミュニティ形成、分野
別の創業支援、海外展開などの各種セミナー

製品・サービス開発イベント
（ハッカソン、アイデアソン）によるチーム編成

シリコンバレーツアー（起業家マインドの醸成、起
業をめざす学生、社会人向けコース）

イノベーション創出支援補助金（大学が市内事業者と連携した共同研究開発にかかる費用の一部を補助）

国際イノベーション会議（ピッチコンテスト・ショートプレゼン・製品展示）

ピッチイベントによる支援者との出会い
イノベーションエクスチェンジ（大企業とベンチャーの出会い）

シードアクセラレーションプログラム
(創業前～創業後5年以内、または新サービス投入期～投入後
5年以内かつ売上高が概ね5,000万円以内のベンチャー企業)

メンタリングサポート（個別メンタリングプログラム）

分野別のビジネス戦略、資金調達、知的財産管理、海外展開などの各種セミナー
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（参考①）主要施設における支援施策
大阪市立工業研究所の支援施策

支援施策
創業前

創業期
創業後

【啓発・マインド醸成等】 【創業準備期】 【成長・発展期】 【成熟・転換期】

技術相談サービス

技術課題の解決

新技術開発支援・
研究開発支援

知財関連支援

人材育成

インキュベーション

施設提供

情報提供セミナー

マッチング支援

産学官金連携

製品化支援

講演会 、 技術情報セミナー

異分野企業とのマッチング支援

プロジェクト研究
おおさかグリーンナノコンソーシアムでの研究開発プロジェクトの創生

包括連携機関である池田泉州銀行との産学官金連携による技術相談会・施設見学会

技術相談

依頼試験分析、機械・装置使用

受託研究

レディメード研修・オーダーメード研修 、 技術者養成事業への職員派遣

企業との共同特許出願、共同特許出願した成果の製品化のためのフォローアップ 、企業向け知財セミナー

創業支援研究室（6室）

開放研究室（4室）

講堂・会議室提供

基盤研究に基づく製品化、プロジェクト研究に基づく製品化

次世代光デバイス評価支援センター

電池開発評価センター
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支援施策 優秀な若者の獲得 成長を支える基盤となる人材を輩出、高度専門人材を輩出

教育拠点機能

大阪市立大学の支援施策

（参考①）主要施設における支援施策

支援施策
創業前

創業期
創業後

【啓発・マインド醸成等】 【創業準備期】 【成長・発展期】 【成熟・転換期】

起業支援スペース

資金調達支援

相談・セミナー・ワークショップ

マッチング支援

研究開発拠点機能、
産学官連携拠点機能

その他
（大学発ベンチャー
企業など）

産業創造館等との連携によるニューテクフェア（教員による新技術開発・シーズの発表会）

産学連携等の拠点の整備
・人工光合成研究センター（杉本学舎内 企業との共同研究）
・健康科学イノベーションセンター（グランフロント大阪内 企業との共同研究/受託研究、企業展示、事業化コンソーシアム 、ブース出展等）
・先端予防医療部附属クリニックMedCity21（あべのハルカス内 企業との共同研究）
・都市防災教育研究センターの設置（杉本学舎内）

・新産業創生研究センター・府大・市大産学官連携共同オフィス）

中小企業技術相談（市大新産業創生研究センター）

ホームドクター制度（府大・市大産学官連携共同オフィス）
大阪、奈良、和歌山各県中小企業家同友会と産学地域連携基本協定を締結

（ホームドクター制度適用）

金融機関との産学官連携基本協定等に基づく連携を活かした技術相談（案件によっては、資金調達支援に発展する可能性もあり）
（三井住友銀行、野村証券、日本政策金融公庫、池田泉州銀行、南都銀行、大阪シティ信用金庫、関西アーバン銀行）

特許出願など知的財産の創出

３大重点研究
・次世代エネル
ギー開発研究
（人工光合成）
・健康科学研究
・都市防災研究

文科省「大学発新産業創出拠点プロジェクト（START）」や、市イノベーション創出
補助等を活用した大学発ベンチャー企業（（株）ＳＩＲＣ）の設立

包括連携金融機関である三井住友銀行との産学金連携
（具体事例︓毎月のＣＤ会議に参加して、積極的な意見・情報交換を実施）

（一財）ものづくり医療コンソーシアムと連携した医工連携による中小企業支援

市立大学が有する知見の活用やシンクタンク機能の発揮による行政課題・都市課題解決を通じた
大阪の成長への貢献（市大地域連携センター、行政との共同研究等、産学官連携への展開）

中小企業支援法律センター 無料法律相談（市大法学研究科）

（阿倍野）健康・予防医療ラボラトリ（13室） ※うち５室を起業支援として使用

市大開発技術を活かした認定大学発ベンチャー企業

医師国家試験合格率 27年度95.8%（全国14位）
司法試験合格率 27年度18.6%（全国16位）
保健師国家試験合格率 27年度100%

管理栄養士国家試験合格率 27年度93.9%

学部卒業生の就職率
（26年度 92.8%）

社会人大学院に
おける人材育成

（創造都市研究科ｱﾝﾄﾚ
ﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ研究専攻）

企業の人事担当者から見た大学の
イメージ調査総合ランキング７位

（西日本1位）（平成28年6月︓日経HR）

・安価な授業料で大学教育を提供することにより、大阪における大学進学希望者の受け皿
となる。
・良質な高等教育を提供することにより、全国（西日本中心）から優秀な若者を呼び込
む機能を果たす。
（教育の質の保証 ︓大学機関別認証評価にて評価結果「基準を満たしている」）
（偏差値は関西では神戸大学に次ぐ高い水準を維持）
（入学者に占める市外出身者割合 ︓27年度 84.8％ 1,850人／2,182人）

（杉本）大阪市立大学インキュベータ（12室）
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中小企業
創業前～創業期
～創業後（成
長・発展期、成
熟・転換期）

（参考②）起業家・創業を応援するOSAKA

大阪産業創造館
(中小企業支援拠点)
包括的支援

大阪市立
工業研究所
ハイエンドな
ものづくり支援

大阪デザイン
振興プラザ
デザイナー育成・
デザイン振興

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ
ｾﾝﾀｰ大阪
ﾒﾋﾞｯｸ扇町

クリエイティブ産業
の創出・育成

ソフト産業プラザ
デジタルメディア・
IoT・RT関連
産業支援

本市では、経済活動の担い手である事業主体の創出を図るため、起業に際して直面する様々な課題の解決や、
創業期の経営基盤強化を応援している。

大阪ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾌﾞ
世界への挑戦支援
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大阪産業創造館（中小企業支援拠点）

● 経営・創業相談窓口
創業者や創業希望者が抱える様々な課題の解決に向け、各分野の専門家が電話、面談、オンラインで無料相談を実施

● 創業セミナー・ゼミ
創業初期段階の方に必要な基礎的知識の習得から具体的な創業準備段階の方への実践的な内容まで、創業準備に必要なノウハウを
学ぶ各種セミナー等を実施

● 起業支援スペース
24時間利用可能な創業準備ブースを提供し、創業準備活動を専門家等により６ヵ月間支援

● 飲食店開業サポート
飲食店開業に必要な知識習得や実店舗での現場研修に加え、開業に必要なサプライヤーとの
マッチングなど、飲食店開業のためのトータルサポートプログラムを実施

● ビジネスネットワーク形成
創業支援機関や起業家メンター、創業希望者同士の新たなビジネスネットワークを形成するため
の交流会を実施

● 創業応援イベント
創業を志す方を対象に、起業準備に役立つ各種コーナーを集めたイベントを開催

大阪産業創造館

事業計画や資金計画など創業に関する基礎的な知識の習得や課題解決を図る様々な
支援事業を実施するとともに、創業期に必要な新たなビジネスネットワークづくり
を支援

住所：大阪市中央区本町１－4－５

電話：06－６264－9８00
U R L：http://www.sansokan.jp/

包括的支援

（参考②）起業家・創業を応援するOSAKA
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大阪イノベーションハブ

【事業概要】

● 起業家やエンジニア、大企業、ＶＣなど多様な人材が交流できる

場の提供

● グローバルな事業の創出につながるプログラムの実施※

● 起業家を海外のイノベーション先進地域へ派遣

● 国際イノベーション会議の開催

※ 代表的なプログラム
アイデアソン・ハッカソン、ピッチイベント、大企業とのオープンイノベーションイベントなど

・ 国内外から人材・資金・情報を誘引し、世界に通用するイノベーションの創出
をめざす拠点
・ 関西の交通の結節点である大阪駅に隣接し、ビジネスの創出やスケールアップ
につながるプログラムを多数開催
・ 世界市場に挑戦する起業家等を応援

設置場所 大阪市北区大深町3-1
グランフロント大阪ナレッジキャピタルタワーＣ ７階

施設内容 交流スペース、セミナー・ワークショップルーム
U R L http://www.innovation-osaka.jp/ja/

世界への挑戦支援

（参考②）起業家・創業を応援するOSAKA
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地方独立行政法人 大阪市立工業研究所

●無料技術相談

●依頼試験分析（品質・性能試験、成分分析等）

●研究所の技術シーズに基づく研究開発型の

受託研究

●企業の技術課題解決に向けた受託研究

●試験、研究用機器・装置の使用

●おおさかグリーンナノコンソーシアム活動
（環境・ナノテクノロジー分野の技術開発支援）

など

大阪市立工業研究所

• 各種技術支援サービスを実施し、中小製造業の技術課題の解決や製品化・事業化を
支援

• 化学・高分子・バイオ・ナノテクノロジー分野が主力
• 次世代光デバイス評価支援センターや電池開発評価センターなど、支援センターを
設置

• 産学官連携による共同研究開発を支援し、研究開発の成果を製品化・実用化につな
げるなど、付加価値の高いものづくりを支援

◇創業支援研究室・開放研究室

試験研究施設を保有しな
い中小企業が実験設備を備
えた開放研究施設を使用し
て開発研究を進めることを
目的として設置

研究室の一例

住所：大阪市城東区森之宮１－６－５０
電話：０６－６９６３－８１８１
U R L：http://www.omtri.or.jp/

◇その他の技術支援メニュー

ハイエンドな
ものづくり支援

（参考②）起業家・創業を応援するOSAKA
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ソフト産業プラザ

サイバーフィジカルシステム（ＣＰＳ）を活用したビジネス創出事業

IoTビジネスブーストアッププログラム「AIDOR」

専門コーディネータによる育成メニューの提供
専門ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀが、事業化にかかる課題解決、様々なニーズ
とのマッチング、販路拡大など、創業までを伴走支援

【事業概要】
● 制作環境の提供
インキュベーションオフィス（19室）や制作スタジオ等を低料金で提供

● ビジネスサポート
コンサルティング、ビジネスコーディネート、交流イベント、情報発信など

● 人材育成
映像技術や同分野のビジネスに関するセミナー、ワークショップの実施

大阪におけるCPSを活用したビジネスマインドの醸成
CPSを活用した技術やサービスによる将来のビジネスの
可能性などをセミナー・展示会を通じ広く企業へ周知

映像・IT・ゲーム・アニメなどのデジタルメディア関連企業の
育成を目的としたインキュベーション施設。経営や技術に関す
る専門スタッフがサポート

設置場所 大阪市住之江区南港北2-1-10 ＡＴＣビル ＩＴＭ棟6階
施設内容 デジタルメディア産業向けインキュベーションオフィス（19室）

制作スタジオ、研修室・講義室、展示サロン・ライブラリー、
プレゼンテーションルーム、ビジネスカフェ

U R L http://www.imedio.or.jp/

デジタルメディア・
IoT・RT関連産業支援

（参考②）起業家・創業を応援するOSAKA
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大阪デザイン振興プラザ

【事業概要】
● 人材育成

インキュベーションオフィスを提供し、
常駐スタッフによる各種サポートを実施

● 情報発信
• デザインに関する創業支援セミナーや展示会等を開催し、

デザインビジネスに関する情報発信とデザイナーの交流を支援
• 専門書籍、情報誌等のライブラリーを設置

設置場所 大阪市住之江区南港北2-1-10 ATCビル ITM棟10階
施設内容 インキュベーションオフィス、デザイナーズオフィス（一般デザイナー向け）、

デザインギャラリー、デザインショーケース、ワークルーム、応接室。ライブラリー、
交流サロン

U R L http://www.osaka-design.co.jp/

・創業間もないデザイナーの育成を目的としたインキュベーション施設
・デザイナーの活動をサポートするとともに、デザインビジネスの情報発信及びデ
ザイナー相互の交流促進を図る

デザイナー育成
・デザイン振興

（参考②）起業家・創業を応援するOSAKA
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クリエイティブネットワークセンター大阪 メビック扇町

【事業概要】
● クリエイティブクラスターの創生
クリエイター同士や異業種企業とのネットワーク構築を促進

● 情報発信
大阪のクリエイティブシーンや協働事例に関する情報を発信

● 取引・販路の拡大
クリエイターとものづくり企業をはじめ様々な業種とのマッチングなどを実施することで、クリエイター
と異業種企業との協働による高付加価値な製品・サービスの創出につなげ、取引・販路の拡大を促進

● プロデューサー人材育成
新たな製品・サービス開発など自ら新規事業を生み出すプロデューサー人材を育成

クリエイティブ産業に関わる人が集積する大阪で、クリエイター同
士のネットワークづくりを進めるとともに、クリエイター同士やク
リエイターとものづくり企業等の異業種との協働を促進し、付加価
値の高い製品やサービスの創出を支援する拠点

設置場所 大阪市北区扇町2-1-7 カンテレ扇町スクエア３階
施設内容 交流スペース、セミナールーム、プロデューサーサポートオフィス
U R L http://www.mebic.com/

クリエイティブ産業
の創出・育成

（参考②）起業家・創業を応援するOSAKA
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（参考②）起業家・創業を応援するOSAKA
大阪市の「特定創業支援事業」

・中小企業支援拠点「大阪産業創造館」を中心とした支援体制を構築、中小企業の様々な課題解決を支援
【大阪産業創造館 ・ソフト産業プラザ ・大阪デザイン振興プラザ、その他大阪商工会議所等と連携】

・創業希望者に対して、窓口相談や創業に関する知識の習得、ビジネスプランの実現につなげるためのセミナーや
ワークショップなど、各種支援事業を実施、創業後も経営基盤強化や販路開拓などを支援

「特定創業支援事業」とは・・・
平成26年1月20日施行の「産業競争力強化法」に基づき本市が策定した「創業支援事業計画」に定める事業

【特定創業支援事業を受けた創業者の優遇措置】

●会社設立時の登録免許税の軽減
株式会社等を設立する際の登録免許税を
２分の１軽減

●信用保証協会の「創業関連保証※」の特例
※ 無担保・第3者保証人なしの保証制度
・保証枠の拡充（1,000万円⇒1,500万円）
・利用対象期間の拡充
（「創業1～２ヵ月前から対象」⇒「創業6か月前
から対象」）

●日本政策金融公庫の新創業融資制度の自己資金
要件が充足したものとみなす

【特定創業支援事業の概要】

大阪産業創造館
●創業セミナー・ゼミ
●起業支援スペース
●飲食店開業サポート
●融資が必要な人のための事業計画策定講座
資金調達に向けた事業計画策定講座（日本政策
金融公庫・大阪信用保証協会と連携）

ソフト産業プラザ
大阪デザイン振興プラザ
大阪商工会議所：大商開業スクール

大阪産業創造館
とも連携した
ハンズオン支援
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